明治時代における会社制度と会計制度の生成史　配当政策にかかわる制度を中心に by 佐野 義彦
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部門 1889年（明治22年） 1894年（明治27年） 1899年（明治32年）
農業 2,560 1,188 2,304
工業 29,237 32,871 112,727
紡績 7,500 14,338 35,509
製糸 3,472 2,064 4,547
織物 2,576 3,916 9,124
酒造 550 1,254 6,133
煙草 352 43 11,321
造船 273 5,012
セメント 705 1,268 4,078
製薬 688 1,211 3,012
製紙 1,865 2,780 6,265
電灯 981 2,379 7,909
鉱業・精練 3,555 9,339 27,147
鉱業・精練 7,234 10,020
石炭採掘 974 14,241
運輸 35,270 82,560 198,147
鉄道 17,849 65,973 156,967
水運 15,564 13,887 38,684
商業貸金 19,217 20,015 49,393
合計 90,821 148,353 397,687
出所：内閣統計局『日本帝国統計年鑑』第10, 15, 20回から筆者作成。
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　井藤半彌『租税論』千倉書房 1957 年（昭和 32 年）
内川菊義『資本剰余金論』中央経済社 1966 年（昭和
41 年）
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